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MQUSを始めるて保全履歴が蓄積されたら解析・分析をやってみよう７、保全履歴解析

（１）ある会社の作業項目解析事例 どのような保全作業が多いのか ※忙しさを表す指標を解析

ある会社の作業項目解析結果

作業項目の分析から

① E工場は異常に事務作業が多い、なぜか
無駄な書類を作ってる？
機械付帯作業が多いなぜか、
大きな設備工事やってる？

② A工場は故障が異常多い
整備の割合が少ないな

③ F工場は故障が異常多いし整備の割合も
多いけど整備の方法は正しいのか
給油もダントツだけど、適正なやりかた？

④ H工場では故障が少ない
点検及び整備の作業件数が多いな
※全体的に総作業件数が少ないけど
保全履歴は抜けがない

⑤ C工場が一番まともに設備管理が
できてるみたい

・忙しい忙しいと言いながら、忙しい内容がわからない
・保全業務の詳細を解析したい
・他の工場のとの作業項目比較も見たい
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（２）履歴解析・分析
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A工場現象別

トリップ 異常温度 異常音 異常振動 誤動作

作動不良 設備停止 脱落・外れ 能力低下 破損・折損

変形・伸び 変色 磨耗
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・日々の故障修復に追われ、
何の故障が多いかわからない
保全作業としてどんな作業をやってるか
概略わかるが定量的にと言われるとわからない

現象 作動不良が多いけど。。機器は、なにかな？
全体現象を大まかにつかみ さらに掘り下げてみる
意外と原因が単純なものが多い

最初断トツに故障修復作業件数が多い。。。日々突発作業で
追いまくられている

点検＆整備作業を計画実施したら。。。
ある会社のコンサルを2月に開始。。。10月に効果が



①発生開始時間：異常または点検で生産を停止時間
・事象が発生～正常運転開始までの時刻
※損失計算基礎 ※MTBF計算基礎

②作業開始時刻終了時刻：故障修理時間
・段取り～正常運転開始までの時間
※製造に引き継いだ後はカウントに入れない
※MTTR計算基礎
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（３）設備故障のロス（損失）を出しているか集計 設備台帳の損失金額/hr 金額×停止時間=損失金額
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対象設備の集計
・生産損失 ・原料損失

※調査で解析
MTBF・MTTR ・故障件数
ちょこ停件数・作業件数

MQUSは
設備稼動状況
瞬時解析機能搭載
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（４）担当者が何で忙しいか集計したい

担当者がどんな作業で時間を費やしてるか
作業時間を登録すれば集計できる

いつも忙しいと言ってる
時間を確認
信長さんの作業時間
件数と同様
故障修理時間が断トツ
故障削減活動が必要だ

※MQUSは分で出力
集計が簡単

担当者別作業件数
いつも忙しいと言ってる
信長さん、家康さん
故障修理に追いまくられている
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（５）保全作業の確かさを解析

※TBM、CBMを

やっているけど。。。
故障の状況確認
TBMをやっているが
故障削減に効果はあるか？

※全て計画作業（整備・更新）

をやると故障が減る？
修繕費が莫大となる
計画作業と突発作業の
丁度いい投資効果がある
グラフでの効果測定が重要

※計画作業がどれだけ効果あるか集計する指標

（計画作業で突発故障がどれほど減少するか

※保全作業の確かさを表す指標


